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福島県議会 県民連合

９月定例会は、９月１６日から１０月５日までの２０
日間開催されました。

平成２２年９月補正予算の概要

１ 集中豪雨緊急対策事業（土木部）（１１９.８００）

集中豪雨による河川水位の急激な上昇や土砂崩れなど
から県民の生命・財産を守るため、河川への水位表示板
の設置や被災した箇所の土砂災害防止等の対策の実施。

いわき市管内の水位周知河川（９月補正対応）は、仁
井田川、好間川、新川、藤原川、鮫川、蛭田川、矢田川
の７河川。

単位：千円

２ 小規模介護施設等緊急整備等臨時特例基金事業 （４７０,４７２）

消防法上スプリンクラー設置義務のある既存の高齢施設に対する設置費用の
補助について、今年度の補助対象施設を追加し、未設置施設への早期整備を図
るもの。
３ 高齢者施設スプリンクラー緊急整備推進事業 （１００,０１０）
消防法上スプリンクラー設置義務のない既存の高齢施設に対する設置費用の

補助について、スプリンクラー設置する場合に、本県独自の補助制度を創設す
るもの。

県内の未設置数は１９１施設、そのうちいわき市管内には６４施設。うち設
置義務有は７６施設、いわき市管内１５施設。設置義務無は１１５施設、いわ
き市管内４９施設。となっている。

今年度の対象施設（予定）は、小規模介護施設等緊急整備等臨時特例基金事
業で県内４２施設、いわき市管内は８施設。高齢者施設スプリンクラー緊急整
備推進事業では県内８施設、いわき市管内は３施設。

いわき市のスプリンクラーの未設置施設数 ６４施設

４ 緊急雇用創出基金事業 （７００,０００）

雇用情勢が依然として厳しいことから、地域産業振興、介護分野及び若年者
就職支援を中心とした雇用を創出し、将来に渡って安定的な雇用につながるよ
うな能力・技能を備えた人材の育成を図るとしたもの。

高齢者施設におけるスプリンクラー整備状況 平成２２年７月１日現在

夏井川広域河川改修事業 （事業着手昭和５４年度）

上図は、夏井川河川改修事業の全体計画、浸水被害地区を示しています。昭
和６１年は紫色が浸水被害地域、平成元年は、水色斜線地域が浸水被害地域に
なっています。
夏井川の河川改修事業は、河川法の改正により平成１３年１月に策定された夏
井川水系河川整備基本方針により実施されています。

夏井川は流域面積７４８.６ｋｍ 、法指定区間６７.１ｋｍの２級河川です。流域内の
人口は約１５８,０００人を数え、流域の年平均雨量は１,４００ｍｍです。

河川整備基本方針では治水事業について、「昭和５２年９月の台風１１号に
よる豪雨出水により、いわき市を中心に甚大な被害が発生したため治水計画を
見直し、昭和５４年からダムの建設や河川改修を進めてきた。昭和６１年８月、
平成元年８月の出水時にいわき市、小野町の中心部をはじめ甚大な被害を被る
など、水系全体として治水安全度は依然として低い常態であるため、今後抜本
的な治水対策を行い、治水安全度の向上を図っていく必要がある」と定めてい
ます。
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